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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
　
回次　
　

第62期
第２四半期
連結累計期間

第63期
第２四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
　

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高 （百万円） 76,775 65,785 172,936

経常損失（△） （百万円） △3,434 △3,707 △3,552

四半期（当期）純損失（△）　 （百万円） △2,360 △3,292 △5,251

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △3,551 △3,496 △5,921

純資産額 （百万円） 93,968 86,748 90,917

総資産額 （百万円） 156,922 163,582 125,230

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）　
（円） △34.95 △49.78 △78.56

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円）     －    － －

自己資本比率 （％） 59.9 53.0 72.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 12,715 △2,330 17,378

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △3,097 △3,128 △4,002

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,510 △36 △12,258

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 63,826 51,290 57,084

　

　
回次　
　

第62期
第２四半期
連結会計期間

第63期
第２四半期
連結会計期間

　
会計期間

　

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △18.41 △28.06

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等を含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。　

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　 

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成24年４月～平成24年９月）の世界経済は、米国においては緩やかな回復基調

となっておりますが、欧州での財政・債務危機を背景とした経済の減速により、中国をはじめとする新興国の成長

率が鈍化しております。日本経済は震災復興需要等により回復基調で推移しておりましたが、為替の円高傾向や世

界経済の減速等により低調な推移となり、全体としては不安定かつ、不透明な状況下で推移しております。このよ

うな中、電子部品需要は、薄型テレビ、ノートＰＣ向けの需要は引き続き低迷しておりますが、スマートフォン（高

機能携帯電話）やタブレット端末向けの需要は好調に推移しております。 

　

このような状況の下で、当社グループでは、スマートフォンを中心とした移動体通信（携帯電話）関連につきま

しては、引き続き好調に推移いたしました。また、薄型テレビ（３Ｄ関連）、デジタルカメラや太陽光発電向けも堅

調であったものの、主力のアミューズメント（ゲーム機器）関連向けが受注回復の遅れにより、低調な推移とな

り、全体としては非常に厳しい業績となりました。

　

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、657億85百万円（前年同期比14.3％減）、営業損失は

26億50百万円（前年同期は24億17百万円の営業損失）、経常損失は円高に伴う為替差損（11億78百万円）の発生

があり、37億７百万円（前年同期は34億34百万円の経常損失）、四半期純損失は投資有価証券評価損（10億24百万

円）の計上があり、32億92百万円（前年同期は23億60百万円の四半期純損失）となりました。

　

報告セグメントの売上高及びセグメント利益又は損失は、次のとおりであります。  

機構部品につきましては、スマートフォン向けが増加したものの、アミューズメント関連部品等の減少により、

売上高は535億39百万円（前年同期比12.7％減）、セグメント損失は18億１百万円（前年同期は12億89百万円のセ

グメント損失）となりました。

音響部品につきましては、携帯電話を中心とした移動体通信機器用部品の減少により、売上高は62億37百万円

（前年同期比20.2％減）、セグメント損失は５億７百万円（前年同期は９億17百万円のセグメント損失）となり

ました。

液晶表示素子につきましては、自動車関連用部品の減少により、売上高は45億36百万円（前年同期比22.5％

減）、セグメント利益は２億46百万円（前年同期比33.3％減）となりました。

複合部品その他につきましては、デジタル家電関連部品等の増加により、売上高は38億97百万円（前年同期比

34.2％増）となりましたが、セグメント損失は１億６百万円（前年同期は１億８百万円のセグメント損失）とな

りました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ57億94百万円減少（前年同四半期連結累計期間は75億82百万円の増加）し、512億90百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は、23億30百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は127億15百万円の増加）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純損失47億21百万円（前年同四半期連結累計期間は税金等調整前四半期純損

失36億７百万円）、たな卸資産の増加355億53百万円（前年同四半期連結累計期間は59億92百万円の増加）、営業

未収入金の増加44億68百万円（前年同四半期連結累計期間は10億42百万円の増加）、仕入債務の増加436億６百万

円（前年同四半期連結累計期間は94億３百万円の増加）によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は、31億28百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は30億97百万円の減少）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出32億27百万円（前年同四半期連結累計期間は31億25百万円）によ

るものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は、36百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は15億10百万円の減少）となりました。こ

れは主に、短期借入金の増加６億24百万円（前年同四半期連結累計期間は７億円の増加）、配当金の支払６億61百

万円（前年同四半期連結累計期間は10億21百万円）によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

当社の会社の支配に関する基本方針の概要は以下のとおりであります。

上場会社である当社の株式は株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式に対する大規

模買付提案またはこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものではなく、最終的には株主の

皆様の自由な意思により判断されるべきであると考えます。

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営の基本理念、企業価値のさまざまな源

泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長

期的に確保、向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企業価値ひいては株主共同の利益

を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事業の

方針の決定を支配する者として不適切であると判断し、このような考え方をもって、当社の財務及び事業の方針の

決定を支配する者の在り方に関する基本方針といたしております。

　

(4）従業員数

当第２四半期連結会計期間末の連結会社の従業員数が前連結会計年度末に比べ、4,363名増加（前連結会計年度

末比52.1%増）しております。これは、主として機構部品における受注増加対応による人員増であります。これに伴

い、連結会社の機構部品の従業員数は、9,329名（前連結会計年度末比102.9%増）となりました。

なお、従業員数は就業人員であります。

　

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、12億21百万円であります。　

また、当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の状況の変更内容は、次の通りであります。
　
機構部品における研究開発

５ＧｂｐｓのＵＳＢ３．０対応車載コネクタを開発しました。近年、カーナビや後方確認用カメラ等自動車内部

のデータ通信量が増大し、今後の更なる通信量の拡大に対応するため、大容量・高速伝送・小型化を目標として、

ＵＳＣＡＲ規格に対応し、ＥＭＩ対策を強化した防塵構造としております。

ＵＳＢ３．０Ｓｔｄ－Ａプラグの基板実装タイプを開発し、業界初となる認証を取得しております。基板実装と

いう新しいカテゴリにおいて、認証試験ＳＰＥＣの発案から規格化まで推進いたしました。用途としてはＵＳＢメ

モリやＵＳＢ通信カード等に最適です。

スマートフォンやタブレットＰＣ用の急速充電ＡＣアダプタを開発いたしました。開発品は１．８Ａの高出力

により、Ａｎｄｒｏｉｄモバイル機器等の充電時間の短縮が可能になりました。

セパレートタイプの１極、ケーブルレス、コネクタ付きの太陽光発電用端子ボックスを開発いたしました。ケー

ブルをなくしたことにより、モジュール完成品状態でケーブルを結束する手間や固定する手間が不要となるため、

作業の効率化に貢献しております。　
　
音響部品における研究開発

デジタルスピーカは、入力から出力まですべてデジタル処理され、スピーカをデジタル信号で直接駆動するた

め、低電圧での駆動や消費電力の大幅な削減、周辺機器からのノイズの影響を受けにくい、原音を忠実に再現する

といった特長があります。このデジタルスピーカ用の小型スピーカを開発し、デジタルアンプを開発しているトラ

イジェンス セミコンダクター社との協業を開始し、小型スピーカの供与を行っております。今後、従来の

アナログスピーカからの置き換えに期待できる商品です。トライジェンス セミコンダクター社のデジタル信号

処理技術「Ｄｎｏｔｅ」を採用したマルチユニットスピーカ及びフルデジタルヘッドホンの開発を行ないまし

た。　
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(6）生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間の生産、受注及び販売の実績における著しい増減は、次の通りであります。

生産実績において、複合部品その他の生産実績が著しく増加しました。これは、主としてデジタル家電関連部品

等の増加によるもので、複合部品その他の生産実績は44億57百万円（前年同期比51.6％増）となりました。

受注実績において、液晶表示素子の受注実績が著しく減少しました。これは、主として自動車関連用部品の減少

によるもので、液晶表示素子の受注実績は38億19百万円（前年同期比33.9％減）となりました。また、複合部品そ

の他の受注実績が著しく増加しました。これは、主としてデジタル家電関連部品等の増加によるもので、複合部品

その他の受注実績は33億73百万円（前年同期比35.1％増）となりました。

販売実績において、複合部品その他の販売実績が著しく増加しました。これは、主としてデジタル家電関連部品

等の増加によるもので、複合部品その他の販売実績は38億92百万円（前年同期比34.0％増）となりました。

　

(7）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期連結累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについ

て重要な変更はありません。

 

(8）資本の財源及び資金の流動性についての分析

営業活動によるキャッシュ・フローでは、仕入債務の大幅な増加がありましたが、税金等調整前四半期純損失47

億21百万円、たな卸資産の大幅な増加などにより、23億30百万円のキャッシュを使用しました。

投資活動によるキャッシュ・フローでは、設備投資等により31億28百万円のキャッシュを使用しました。

財務活動によるキャッシュ・フローでは、短期借入金の増加、配当金の支払等により36百万円のキャッシュを使

用しました。

これらの活動の結果及び為替レートの変動が海外子会社の現金及び現金同等物の円換算に与えた影響により、

現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末の570億84百万円から57億94百万円減少し、512億90百万円となり

ました。

 

(9）経営者の問題認識と今後の方針について

当第２四半期連結累計期間において、経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式       72,710,084       72,710,084

株式会社東京証券取引所

（市場第一部）

株式会社大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株である。

計           72,710,084           72,710,084 ― ―

　

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
― 72,710 ― 13,660 ― 19,596
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス

信託銀行㈱（信託口）
東京都中央区晴海１－８－11 5,138  7.06

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）　
東京都港区浜松町２－11－３    2,988   4.10

日本生命保険（相） 東京都千代田区丸の内１－６－６       2,948  4.05

ザ  チェース  マンハッタン

バンク  エヌエイ  ロンドン

エス  エル  オムニバス  

アカウント　

（常任代理人：㈱みずほコーポ

レート銀行決済営業部）

　

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STR. LONDON,

EC2P 2HD, ENGLAND

（東京都中央区月島４－16－13）

   2,942     4.04

みずほ信託銀行㈱退職給付信託

みずほ銀行口再信託受託者

資産管理サービス信託銀行㈱　

東京都中央区晴海１－８－12

晴海アイランドトリトンスクエアオフィス

タワーＺ棟

       2,913        4.00

　

東京海上日動火災保険㈱

　

東京都千代田区丸の内１－２－１  2,574       3.54

　

立花証券㈱　

　

東京都中央区日本橋小網町７－２

ぺんてるビル　
1,899 2.61

日本トラスティ・サービス

信託銀行㈱（信託口９）
東京都中央区晴海１－８－11 1,586   2.18

古橋  晶子 兵庫県芦屋市       1,551   2.13

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行　 東京都千代田区丸の内２－７－１   1,300  1.78

計 ―       25,841 35.54

（注）  １．当社は自己株式6,579千株（9.04％）を保有しておりますが、上記大株主の状況には含めておりません。

２．平成23年８月22日付で株式会社みずほ銀行及びその共同保有者である４社から平成23年８月15日現在で

6,166千株、平成24年５月９日付でブラックロック・ジャパン株式会社及びその共同保有者である３社か

ら平成24年４月30日現在で3,661千株、平成24年９月７日付で日本生命保険相互会社及びその共同保有者

である２社から平成24年８月31日現在で4,083千株をそれぞれ実質保有している大量保有報告書または大

量保有報告書の変更報告書が提出されておりますが、いずれも当社として当第２四半期会計期間末時点に

おける実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   6,579,500― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  66,064,600 660,646 ―

単元未満株式 普通株式      65,984 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数   72,710,084― ―

総株主の議決権 ―        660,646 ―

（注）   「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式87株が含まれております。　

 

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

ホシデン株式会社

大阪府八尾市

北久宝寺１－４－33
6,579,500―    6,579,500 9.04

計 ―  6,579,500―     6,579,500 9.04

 

２【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当第２四半期累計期間において、役員の異動はありません。

  なお、当社は執行役員制度を導入しており、前事業年度の有価証券報告書の提出日以降３名が就任し、当四半期報告

書提出日の執行役員は６名であります。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　　　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,402 29,035

受取手形及び売掛金 25,929 28,227

有価証券 30,253 22,701

商品及び製品 5,273 15,131

仕掛品 3,181 6,450

原材料及び貯蔵品 6,884 28,176

その他 5,708 10,934

貸倒引当金 △80 △70

流動資産合計 104,552 140,586

固定資産

有形固定資産 13,744 15,472

無形固定資産 257 239

投資その他の資産

投資有価証券 3,369 2,359

その他 3,370 4,987

貸倒引当金 △64 △63

投資その他の資産合計 6,675 7,283

固定資産合計 20,678 22,995

資産合計 125,230 163,582
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,735 59,652

短期借入金 5,026 5,467

未払法人税等 385 426

その他 4,306 4,355

流動負債合計 27,453 69,901

固定負債

退職給付引当金 6,116 6,200

その他 743 732

固定負債合計 6,860 6,932

負債合計 34,313 76,834

純資産の部

株主資本

資本金 13,660 13,660

資本剰余金 19,596 19,596

利益剰余金 68,875 64,921

自己株式 △6,795 △6,795

株主資本合計 95,337 91,383

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 303 305

為替換算調整勘定 △4,734 △4,940

その他の包括利益累計額合計 △4,430 △4,635

新株予約権 11 －

純資産合計 90,917 86,748

負債純資産合計 125,230 163,582
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 76,775 65,785

売上原価 74,144 63,775

売上総利益 2,631 2,010

販売費及び一般管理費 ※
 5,048

※
 4,660

営業損失（△） △2,417 △2,650

営業外収益

受取利息 29 19

受取配当金 34 29

持分法による投資利益 0 0

雇用調整助成金 40 46

その他 98 89

営業外収益合計 202 186

営業外費用

支払利息 37 61

為替差損 1,177 1,178

その他 5 4

営業外費用合計 1,219 1,244

経常損失（△） △3,434 △3,707

特別利益

固定資産売却益 3 3

新株予約権戻入益 － 11

特別利益合計 3 14

特別損失

固定資産除売却損 5 2

投資有価証券評価損 169 1,024

その他 0 1

特別損失合計 176 1,028

税金等調整前四半期純損失（△） △3,607 △4,721

法人税、住民税及び事業税 215 250

法人税等調整額 △1,462 △1,679

法人税等合計 △1,246 △1,429

四半期純損失（△） △2,360 △3,292
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

四半期純損失（△） △2,360 △3,292

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △408 1

為替換算調整勘定 △769 △200

持分法適用会社に対する持分相当額 △12 △5

その他の包括利益合計 △1,191 △204

四半期包括利益 △3,551 △3,496
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △3,607 △4,721

減価償却費 2,194 1,721

売上債権の増減額（△は増加） 11,117 △2,772

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,992 △35,553

営業未収入金の増減額（△は増加） △1,042 △4,468

仕入債務の増減額（△は減少） 9,403 43,606

その他 △568 12

小計 11,504 △2,174

利息及び配当金の受取額 57 47

利息の支払額 △41 △62

法人税等の支払額 △333 △212

法人税等の還付額 1,528 70

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,715 △2,330

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 41 98

有形固定資産の取得による支出 △3,125 △3,227

その他 △12 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,097 △3,128

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 700 624

自己株式の取得による支出 △1,179 △0

配当金の支払額 △1,021 △661

その他 △9 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,510 △36

現金及び現金同等物に係る換算差額 △526 △298

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,582 △5,794

現金及び現金同等物の期首残高 56,243 57,084

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 63,826

※
 51,290
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【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

  当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

  これによる当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であ

ります。　

 

 

 

 

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

従業員給料及び賞与 1,950百万円 1,810百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 24,607百万円 29,035百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △583百万円 △447百万円

取得日から３か月以内に償還期限の到来す

る短期投資（有価証券）　
39,801百万円 22,701百万円

現金及び現金同等物 63,826百万円 51,290百万円

 

　

EDINET提出書類

ホシデン株式会社(E01815)

四半期報告書

15/20



（株主資本等関係）

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,021 15.0 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年11月４日

取締役会
普通株式 661 10.0 平成23年９月30日 平成23年12月５日利益剰余金

 

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 661 10.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年11月９日

取締役会
普通株式 330 5.0 平成24年９月30日 平成24年12月10日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：百万円）

　

報告セグメント 調整額

（注）１

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
機構部品 音響部品

液晶

表示素子

複合部品

その他
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 61,3117,818 5,851 2,90377,884△1,109 76,775

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － － －

計 61,3117,818 5,851 2,90377,884△1,109 76,775

セグメント利益

又は損失（△）　
△1,289 △917 369 △108 △1,945 △472 △2,417

（注）１．セグメント売上高の調整額△1,109百万円には、管理会計と財務会計の調整額371百万円、為替調整等決算

修正額△1,480百万円が含まれております。

２．セグメント損失の調整額△472百万円には、棚卸資産の調整額△181百万円、内部取引消去△28百万円及び

予算と実績の調整額等△263百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：百万円）

　

報告セグメント 調整額

（注）１

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
機構部品 音響部品

液晶

表示素子

複合部品

その他
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 53,5396,232 4,246 3,89767,916△2,130 65,785

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 5 290 － 295 △295 －

計 53,5396,237 4,536 3,89768,211△2,425 65,785

セグメント利益

又は損失（△）　
△1,801 △507 246 △106 △2,168 △482 △2,650

（注）１．セグメント売上高の調整額△2,130百万円には、管理会計と財務会計の調整額△1,804百万円、為替調整等

決算修正額△326百万円が含まれております。

２．セグメント損失の調整額△482百万円には、棚卸資産の調整額△136百万円、内部取引消去155百万円及び予

算と実績の調整額等△501万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

(1）１株当たり四半期純損失金額（△） △34円95銭 △49円78銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（百万円） △2,360 △3,292

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（百万円）
△2,360 △3,292

普通株式の期中平均株式数（千株） 67,541 66,130

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － －

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

（うち受取利息（税額相当額控除後）

（百万円））
　 　

普通株式増加数（千株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）    潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

金額であるため記載しておりません。　

　

２【その他】

平成24年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 330百万円

（ロ）１株当たりの金額　　 　５円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月10日

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

  平成  24年  11月  ９日 

ホシデン株式会社   

取締役会  御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堤  佳史      印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 黒澤  謙太郎  印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホシデン株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホシデン株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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